
研究テーマ 水素結合系強誘電体の薄膜結晶

所属  学術研究部工学系 准教授　喜久田寿郎

研究の背景及び目的

メモリー、アクチュエータ、センサーなどに応用される強誘電体の既存材料
の多くは鉛を含んでいますが、匹敵する性能を持つ代替品がないため RoHS 
指令対象から除外されています。貴金属やレアメタルを含まない水素結合系
強誘電体は安価で廃棄時の環境負荷も小さい材料です。しかし、⾼温や湿気
に弱いため、今⽇ではほとんど使われていません。また、素⼦の⼩型化に必
要な薄膜作製技術が未発達のままです。このため、薄膜結晶の作製技術を開
発して、薄膜状態での材料特性を研究することが⽬的です。

■ おもな研究内容

期待される効果・応用分野

単結晶薄膜作製技術の研究・開発
熱に弱い材料の単結晶薄膜の作製・研究

■ 共同研究・特許など

研究分野 物性物理学、応用物理学、誘電体

キーワード 固体物理、水素結合系強誘電体、単結晶、薄膜

研究室URL：http://piezo.eng.u-toyama.ac.jp/
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